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図 1 [Fe(LpyC16)2(NCS)2]の 
磁化率の温度変化。 
図 2 [Fe(LHC16)2(NCS)2]の 
磁化率の温度変化。 
図 3 [Fe(py3C−OH)2(NCS)2]の 
磁化率の温度変化。 
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論 文 題 目 ピリジルメチレンアニリンやトリスピリジルメタン誘導体を用いた スピンクロスオーバー錯体とその光励起状態捕捉の研究 
【序論】現在スピンクロスオーバー(SCO)錯体は大幅な高密度化、軽量化を可能とし、将来産業
上利用される記憶材料として注目され、研究が盛んに行われている。SCO 錯体とは、配位子場が
外的要因と同程度のエネルギー領域にある場合に、熱や光，圧力といった外的要因で高スピンと
低スピンの間を行き来させることができる物質である。その中でも、ある特定の波長の光で励起
することにより、低温相側で低スピンから高スピンに転移させ、その状態で捕捉させることがで
きる LIESST(光誘起スピン転移)錯体がいくつか知られている。 
【目的】室温中でも例の少ない室温付近で SCO し、かつ大きな転移幅を持つ鉄(II)錯体を合成し、
その詳細を調べる。また、類似配位子にて置換基効果を明らかにし、新たな材料開発の指針を得
る。さらにまだ報告例の少ない LIESST 錯体の開発を行い、配位子の置換基効果、カウンターア
ニオンの及ぼす効果を明らかにする。 
【結果】ピリジルメチレンアニリンを持つ LpyC161)配位子を用いた鉄(II)錯体を用いることで、室
温をまたぐ 90 K 級の転移幅を持つ SCO(図 1)錯体の詳細を明らかにし、置換基効果、アルキル鎖
がもたらす協同効果を議論することができた。さらに類似配位子である LHC16 を用いた鉄(II)錯
体では、過冷却状態による高スピン錯体から SCO 錯体への変化を磁気挙動(図 2)において確認し、
詳細を明らかにした。また、光励起状態捕捉の実験では、トリスピリジルメタン誘導体 2)を配位
子に用いた鉄(II)錯体で LIESST 現象(図 3)を観測することができ、鉄周りの配位環境が及ぼす
SCO への影響や、溶媒が及ぼす影響を明らかにすることに成功した。 
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